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は
じ
め
に

女
性
の
教
育
と
の
観
点
か
ら
戦
前
日
本
の
学
校
教
育
を
捉
え
る
と
、
周
知
の
よ
う
に
家
へ
の
従
属
を
求
め
る
家
制
度
下
の
性
別
役
割
を

基
盤
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
、
男
女
間
の
相
違
が
著
し
い
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
を
記
す
と
、
第
一
に
男
女
間
で
教
育
内
容
・
水
準
が

異
な
り
、
高
等
女
学
校
で
は
良
妻
賢
母
の
教
育
理
念
の
下
に
中
学
校
よ
り
も
低
水
準
の
教
育
が
行
わ
れ
、
第
二
に
小
学
校
第
三
学
年
か
ら

高
等
教
育
に
至
る
ま
で
男
女
の
別
学
・
分
離
の
教
育
を
原
則
と
し
、
第
三
に
教
育
機
会
が
不
均
等
で
女
性
に
は
高
等
学
校
・
大
学
の
制
度

は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
戦
前
に
も
大
学
入
学
の
制
度
化
や
女
子
大
学
の
設
立
が
要
求
さ
れ
た
も
の
の
、
政
府
は
職
業
に
直
結
す
る

大
学
教
育
は
女
性
に
は
不
必
要
と
の
立
場
を
と
り
、
い
ず
れ
も
容
認
し
な
か
っ
た
。
早
稲
田
大
学
な
ど
一
部
の
大
学
で
は
、
政
策
の
許
す

範
囲
で
限
定
的
に
門
戸
を
開
放
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
前
の
大
学
教
育
機
会
の
差
別
に
つ
い
て
、
一
九
五
六
年
の
時

〔
特
集
：
新
制
早
稲
田
大
学
と
女
性
の
歴
史
〕

新
学
制
下
の
共
学
大
学
の
成
立
と
そ
の
課
題

─
─
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
中
心
に
─
─
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点
で
日
本
女
子
大
学
教
授
中
原
賢
次
は
「
男
女
の
本
質
的
差
別
を
基
礎
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
」
峻
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い

た（
１
）。
さ
ら
に
中
原
は
、
不
平
等
の
背
景
に
つ
い
て
、
教
育
行
政
上
だ
け
で
な
く
「
社
会
通
念
」
と
し
て
女
性
の
人
格
を
認
め
よ
う
と
し
な

い
「
男
尊
女
卑
」
の
考
え
が
広
く
浸
透
し
て
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
前
の
学
校
教
育
は
、
性
の
別
に
よ
っ
て
人
間
像
や
獲
得
す
べ
き
価
値
が
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
上
大
学
教
育
の
機
会
が

閉
ざ
さ
れ
る
な
ど
、
女
性
に
著
し
く
差
別
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
別
教
育
は
男
女
分
離
の
形
態
、
す
な
わ
ち
別
学
制
度

を
基
盤
に
展
開
さ
れ
て
い
た（
２
）。

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
で
女
性
差
別
の
撤
廃
や
家
族
関
係
に
お
け
る
男
女
平
等
が
謳
わ
れ
、
そ
の
理
念
の
下
で
機
会
均
等
を
柱
と
す
る

民
主
的
な
学
制
が
成
立
し
、
教
育
上
の
差
別
は
法
的
に
完
全
に
撤
廃
さ
れ
、
男
女
の
教
育
が
平
等
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
別
学
を
認
め
な

が
ら
も
共
学
が
教
育
の
制
度
原
則
と
さ
れ
た
。

新
学
制
下
の
女
性
の
大
学
教
育
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
機
会
の
承
認
と
共
学
化
の
二
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
大
学
教
育

機
会
が
制
度
的
に
確
立
し
た
こ
と
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
権
利
の
獲
得
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
共
学
制
度
は
教
育

の
民
主
化
や
男
女
の
相
互
理
解
の
た
め
に
必
然
的
な
も
の
と
言
え
、
後
述
す
る
よ
う
にGH

Q

のCI&
E

（
民
間
情
報
教
育
局
）
は
、
共
学

は
民
主
的
な
「
学
校
教
育
の
再
編
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
一
部
」
と
の
認
識
で
教
育
基
本
法
へ
の
規
定
化
に
取
組
ん
だ（
３
）。
全
学
校
段
階

で
共
学
化
が
進
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
大
学
の
共
学
化
は
女
性
に
進
学
機
会
や
大
学
選
択
の
幅
、
さ
ら
に
は
学
ぶ
学
問
分
野
の
拡
大
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
別
学
と
し
て
の
女
子
大
学
が
承
認
さ
れ
た
点
も
改
革
の
重
要
な
成
果
で
あ
り
、
旧
女
子
高
等
教

育
機
関
の
多
く
は
特
性
教
育
的
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
、
民
主
社
会
を
支
え
る
女
性
像
を
掲
げ
て
大
学
に
昇
格
し
た
。

新
制
大
学
発
足
時
の
状
況
を
見
る
と
、
教
育
基
本
法
の
共
学
規
定
や
政
策
な
ど
に
よ
り
共
学
化
が
進
展
し
、
文
部
省
の
統
計
で
は
五
四

年
度
に
共
学
校
が
一
八
四
校
（
約
八
一
％
）、
女
子
大
学
が
三
四
校
（
約
一
五
％
）、
男
子
大
学
が
九
校
（
約
〇
・
〇
四
％
）
で
あ
り（
４
）、
大
学
で
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も
共
学
が
原
則
的
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
共
学
大
学
の
母
体
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
男
子
系
学
校
で
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
門
戸
開
放
と
共
学
は
概
念
が
異
な
り
、
前
者
は
大
学
教
育
が
男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
た
状
況
下
で
女
性
に
便
宜
的
・

制
約
的
に
機
会
を
開
放
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
共
学
大
学
と
は
法
規
的
に
男
女
の
資
格
が
同
等
の
条
件
下
で
、
性
の
別
を
設
け
ず
に
入

学
さ
せ
男
女
が
学
ぶ
大
学
を
意
味
す
る
。

本
論
文
で
は
、
四
年
制
大
学
を
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
多
く
が
共
学
化
し
、
女
性
の
大
学
教
育
が
共
学
大
学
を
中
心
に
進
展
し
た
点
に

着
目
し
、
そ
の
全
般
的
な
事
実
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
早
稲
田
大
学
の
共
学
化
を
事
例
的
に
考
察
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
女
子

大
学
に
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
先
行
研
究
と
の
対
比
で
本
論
の
テ
ー
マ
に
着
目
す
る
理
由
を
記
す
と
、
第
一
に
こ
れ
ま
で
共
学
に
関
す

る
歴
史
研
究
は
中
等
教
育
段
階
に
集
中
し
た
感
が
あ
り
、
大
学
の
共
学
化
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
女
性
の
大
学
教
育
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、
女
子
大
学
の
成
立
に
焦
点
化
し
た
研
究
が
多
く
、
大
学
の
共
学
化
や
共
学
大
学
で
の
女
子
学
生
に
つ
い
て
の
研
究
は

未
開
拓
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
共
学
大
学
沿
革
史
で
は
女
性
に
関
す
る
記
述
は
乏
し
い（
５
）。
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
拙
著
『
戦
後
教

育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
で
は
女
性
の
大
学
教
育
の
制
度
的
成
立
に
加
え
て
、
共
学
大
学
・
女
子
大
学
が
並
立
し
た
点
、
特

性
教
育
の
行
方
の
二
点
に
焦
点
を
あ
て
て
考
究
し
た
が
、
本
論
文
で
は
改
め
て
女
性
の
大
学
教
育
に
お
け
る
共
学
制
の
成
立
と
意
義
、
さ

ら
に
は
発
足
時
に
抱
え
て
い
た
課
題
を
考
察
す
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
女
性
の
大
学
教
育
機
会
の
開
放
の
歴
史
を
戦
前
・
戦
後
を
通
史
的
に
見
る
た
め
、
一
事
例
と
し
て
早
稲
田
大
学

で
の
旧
学
制
下
の
開
放
の
事
実
を
確
認
す
る
。
第
二
に
、
教
育
改
革
期
に
お
け
る
文
部
省
の
共
学
に
対
す
る
姿
勢
、 

さ
ら
に
は
個
別
大
学

の
共
学
化
の
背
景
や
論
理
を
明
ら
か
に
し
、
第
三
に
新
制
早
稲
田
大
学
の
共
学
化
と
女
子
学
生
の
在
学
状
況
や
解
決
課
題
を
検
討
す
る
。

な
お
、
本
論
文
で
検
討
す
る
四
年
制
共
学
大
学
の
発
足
時
に
生
じ
て
い
た
女
性
を
め
ぐ
る
課
題
は
、
こ
れ
に
続
く
論
考
、
す
な
わ
ち

①
早
稲
田
大
学
と
他
大
学
の
比
較
に
基
づ
く
六
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
女
子
学
生
の
在
学
状
況
の
検
討
、
及
び
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
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②
六
〇
年
代
初
期
の
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
論
議
な
ど
の
考
察
、
③
七
〇
年
代
に
至
る
女
性
教
職
員
に
つ
い
て
の
数
的
分
析
、
の
前
提
と

し
て
位
置
付
く
こ
と
に
な
る
。
本
論
文
と
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
共
同
研
究
的
に
議
論
を
進
め
た
が
、
個
別
論
文
は
各
人
の
責
任
で
執
筆
し

た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

一
．
旧
学
制
下
の
開
放
状
況
と
早
稲
田
大
学
の
対
応　

１
．
旧
学
制
下
の
女
性
の
大
学
教
育
機
会

既
述
し
た
よ
う
に
戦
前
の
旧
学
制
の
下
で
、
大
学
で
学
ぶ
機
会
は
基
本
的
に
男
性
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
女
性
に
門
戸
が
開
か

れ
た
の
は
一
九
一
三
年
の
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
（
理
学
部
）
に
お
い
て
で
あ
り
、
三
人
の
女
性
が
入
学
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
開
放

も
文
部
省
の
政
策
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
度
限
り
に
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
新
た
に
大
学
で
学
ぶ
女
性

の
姿
が
見
ら
れ
る
の
は
一
七
年
の
北
海
道
帝
国
大
学
で
の
選
科
生
と
し
て
で
あ
り
、
さ
ら
に
正
規
の
学
部
学
生
と
し
て
は
二
三
年
の
東
北

帝
国
大
学
と
同
志
社
大
学
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
大
学
入
学
の
前
提
で
あ
る
旧
制
高
等
学
校
・
大
学
予
科
の
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
女
性
は
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
第
二
次
入
学
資
格
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
こ
の
資
格
者
に
女
性
を
含
め
る

か
否
か
も
個
別
大
学
の
判
断
次
第
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
女
性
の
大
学
進
学
要
求
も
低
い
こ
と
か
ら
門
戸
開
放
は
低
水
準
で
推
移
し
、
四
一

年
の
時
点
で
大
学
院
も
含
め
て
女
性
の
在
籍
を
認
め
て
い
た
大
学
は
一
九
校
で
、
八
七
人
が
学
部
学
生
、
八
人
が
大
学
院
学
生
、
一
八
人

が
聴
講
生
な
ど
の
生
徒
と
し
て
学
ん
で
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た（

６
）。

四
五
年
の
敗
戦
後
の
状
況
と
し
て
は
、GH

Q

の
婦
人
解
放
政
策
の
下
で
、
政
府
も
政
策
を
転
換
さ
せ
、
文
部
省
は
「
女
子
教
育
刷
新

要
綱
」
で
大
胆
な
改
革
案
を
示
し
、
四
六
年
の
大
学
総
長
会
議
な
ど
で
門
戸
開
放
を
促
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
・
京
都
帝
国
大
学
、
慶
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應
義
塾
大
学
な
ど
で
新
規
に
入
学
を
認
め
た
。
ま
た
、
憲
法
改
正
動
向
の
下
で
、
専
門
学
校
や
高
等
学
校
の
一
部
が
女
性
に
門
戸
を
開
放

し
た（
７
）。

２
．
旧
学
制
下
の
早
稲
田
大
学
の
対
応

こ
う
し
た
旧
学
制
下
の
女
性
の
大
学
教
育
へ
の
開
放
の
歴
史
に
お
い
て
、
早
稲
田

大
学
は
開
放
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
大
学
の
一
つ
で
あ
り
、
筆
者
は
本
記
要
に
二

つ
の
論
文
を
ま
と
め
た（
８
）。
そ
の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
か
ら

四
九
年
の
共
学
化
ま
で
の
対
応
過
程
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
第
1
表
の
よ
う
に
な

る
。
こ
の
過
程
は
、
開
放
の
程
度
に
応
じ
て
四
段
階
に
区
分
で
き
る
。

第
一
段
階
は
一
九
二
〇
年
前
後
の
時
期
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
試
み

で
あ
る
学
部
学
生
と
し
て
の
開
放
を
大
学
昇
格
時
に
構
想
し
た
も
の
の
、
文
部
省

の
反
対
に
よ
り
挫
折
し
、
結
局
二
一
年
に
聴
講
生
と
し
て
の
開
放
に
留
ま
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
二
二
年
四
月
に
『
早
稲
田
高
等
女
学
講
義
録
』
を
発
刊
し
、
ま

た
夜
間
の
各
種
学
校
で
あ
る
早
稲
田
工
手
学
校
で
は
、
二
六
年
九
月
に
試
験
的
に
二

人
の
女
子
生
徒
を
入
学
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
三
三
年
に
は
大
学
院
へ
の
入
学
を
認
め

て
い
る
。
第
二
段
階
は
、
三
九
年
に
学
部
学
生
と
し
て
開
放
し
た
時
期
で
あ
り
、
高

等
学
院
修
了
者
が
進
学
し
た
後
の
第
二
次
入
学
資
格
で
入
学
を
認
め
た
。
こ
の
開
放

で
注
目
す
べ
き
点
は
、
他
大
学
の
場
合
に
は
女
性
が
入
学
で
き
る
学
部
・
学
科
に
制

第 １表　早稲田大学における女性への対応

年　月 早稲田大学の対応

1919年 学部学生としての門戸開放を計画

1920年1月 大学令による早稲田大学となる

１9２１年４月 聴講生として女性の学習を認める

1922年1月 出版部、『早稲田高等女学講義録』を発行

1926年 附属早稲田工手学校予科、女性の入学を認める

1933年 大学院、女性の入学を認める

１939年４月 全学部を女性に開放

１9４6年４月 高等師範部（専門学校）、女性に開放

１9４9年４月 新制早稲田大学を設置、共学大学として発足
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限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
全
学
部
を
開
放
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
三
段
階
は
敗
戦
直
後
で
あ
り
、
復
興
期
の
教
育
改
革
の
流
れ
に
沿

い
、
四
六
年
に
高
等
師
範
部
が
女
性
の
入
学
を
認
め
た
。
し
か
し
、
高
等
学
院
や
専
門
部
な
ど
は
門
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
第
四
段
階
は
新
学
制
発
足
の
時
期
で
あ
り
、
男
女
が
平
等
な
資
格
で
入
学
す
る
共
学
大
学
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
段
階
を
た
ど
っ
た
早
稲
田
大
学
の
対
応
に
お
い
て
、
女
性
の
大
学
教
育
に
対
す
る
期
待
や
理
念
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
段
階
の
一
九
二
〇
年
前
後
の
開
放
計
画
に
お
い
て
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
女
性
論
の
特
徴
を
も

ち
、
人
格
的
に
男
女
は
対
等
と
の
認
識
に
立
ち
、
機
会
均
等
的
な
観
点
か
ら
開
放
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
こ
の
構
想
に
関
連
し
て
、
大
隈

重
信
が
日
本
女
子
大
学
校
設
立
（
〇
一
年
）
に
際
し
て
創
立
者
代
表
者
と
し
て
尽
力
し
、
ま
た
前
学
長
高
田
早
苗
が
文
部
大
臣
と
し
て
女

性
の
大
学
教
育
の
制
度
化
も
含
む
「
大
学
令
要
項
」
を
立
案
（
一
五
年
）
す
る
な
ど
、
大
学
首
脳
が
女
性
の
高
等
教
育
に
強
い
関
心
を
示

し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
無
論
、
一
九
年
の
構
想
の
主
な
背
景
と
し
て
は
、
民
主
的
傾
向
や
婦
人
問
題
へ
の
着
目
と
い
っ
た
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
大
隈
や
高
田
の
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
理
解
が
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
構

想
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
を
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

次
に
、
第
二
段
階
で
あ
る
三
九
年
の
学
部
学
生
と
し
て
の
開
放
の
論
拠
は
、「
東
亜
」
の
新
秩
序
建
設
の
た
め
に
「
文
化
戦
線
」
で
活

躍
す
る
指
導
的
女
性
の
育
成
を
ね
ら
い（
９
）と
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦
争
遂
行
と
い
う
国
家
目
的
に
沿
っ
た
開
放
で
あ
っ
た
。

第
三
段
階
の
敗
戦
直
後
の
四
六
年
の
高
等
師
範
部
の
開
放
理
由
を
見
る
と
、
婦
人
参
政
権
の
実
現
や
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
受

け
、
新
た
な
社
会
の
建
設
へ
の
女
性
の
責
務
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
と
に
、
学
科
目
と
し
て
女
性
史
や
婦
人
問
題
を
設
け
た
点
は
新
時
代

の
先
取
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
レ
ベ
ル
で
新
学
制
が
模
索
さ
れ
始
め
る
以
前
の
四
六
年
三
月
の
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
に

は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
大
学
教
育
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
多
様
な
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
た）

（1
（

。
そ
れ
に
続
く
第
四
段
階
の
共

学
化
の
理
念
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日
本
国
憲
法
下
の
男
女
平
等
で
あ
る
。
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二
．
新
学
制
の
共
学
化
政
策
と
大
学
の
共
学
化　

１
．
共
学
の
規
定
化
と
文
部
省
の
方
針　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

既
述
し
た
よ
う
に
、
新
学
制
の
下
で
女
性
の
大
学
教
育
機
会
の
承
認
と
共
学
化
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
大
学
教
育
上
の
女
性
差
別
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
四
六
年
三
月
の
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
勧
告
、
教
育
刷
新
委
員
会
に
よ
る

論
議
を
経
て
、
憲
法
第
一
四
条
の
男
女
平
等
規
定
、
教
育
基
本
法
第
三
条
の
機
会
均
等
規
定
な
ど
に
よ
り
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
憲
法
第

二
六
条
第
一
項
の
教
育
を
受
け
る
権
利
規
定
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
四
七
年
の
時
点
で
憲
法
学
者
美
濃
部
達
吉
が
第
一
項
は
両
性
が

「
能
力
に
応
じ
て
」
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
「
権
利
」
と
し
て
定
め
た
も
の
と
解
釈
し）

（（
（

、
女
性
の
大
学
教
育
に
言
及
し
て
い
た
点
は
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
法
で
も
立
法
趣
旨）

（1
（

に
機
会
均
等
や
男
女
差
別
の
撤
廃
を
含
み
、
さ
ら
に
戦
前
の
よ
う
に
大
学
入
学
資
格
や
順
位

に
男
女
の
別
は
設
け
ず
、
全
く
同
一
の
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
大
学
教
育
機
会
が
制
度
化
さ
れ
、
男
女
平
等
と
な
っ
た
こ

と
は
ま
さ
し
く
大
学
教
育
史
上
の
一
大
画
期
で
あ
っ
た
。

次
に
、
大
学
の
共
学
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
男
女
別
学
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
戦
前
に
お
い
て
も
、
与
謝
野
晶
子
や
小
泉
郁
子
は
共

学
の
意
義
や
有
用
性
を
強
く
主
張
し
、
さ
ら
に
慶
應
義
塾
長
鎌
田
栄
吉
や
東
洋
大
学
長
境
野
哲
は
門
戸
開
放
に
よ
る
共
学
化
の
重
要
性
を

説
く
な
ど
、
共
学
へ
の
理
解
が
一
定
に
深
化
し
て
い
た）

（1
（

。
そ
し
て
、
そ
れ
が
学
校
教
育
の
原
則
的
位
置
を
占
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

四
六
年
の
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
に
よ
る
勧
告
と
そ
れ
を
推
進
し
たCI&

E
教
育
課
の
活
動
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
翌
年
の
教
育
刷
新
委

員
会
で
の
論
議
で
あ
っ
た
。
な
お
、CI&

E

教
育
課
は
日
本
人
へ
の
共
学
の
啓
蒙
に
努
め
、
例
え
ば
四
六
年
七
月
二
九
日
に
ド
ノ
ヴ
ァ
ン

（Eileen R.D
onovan

）
は
早
稲
田
大
学
で
「
合
衆
国
に
お
け
る
男
女
共
学
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る）

（1
（

。
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こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、
四
七
年
三
月
に
共
学
を
規
定
し
た
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
第
五
条
「
男
女
共
学
」
で
は
、
前
段

で
男
女
の
相
互
尊
重
や
協
調
の
必
要
性
を
説
き
、
後
段
で
は
「
教
育
上
男
女
の
共
学
は
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し

た
。
共
学
は
女
性
の
大
学
教
育
に
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
が
、
こ
の
規
定
を
め
ぐ
る
文
部
省
の
姿
勢
は
如
何
な
る
も
の
で
、
ま
た
文
言

が
な
ぜ
「
努
力
義
務
」
的
表
現
に
と
ど
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
文
部
省
が
教
育
基
本
法
へ
の
共
学
の
明
記
に
強
く
「
抵
抗
」
し
た

事
実
に
着
目
し
、
同
省
の
共
学
に
対
す
る
政
策
や
姿
勢
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

四
六
年
一
一
月
一
四
日
に
文
部
省
がCI&

E

に
示
し
た
同
規
定
の
原
案
で
は
、
見
出
し
が
「
女
子
教
育
」
で
あ
り
、
後
段
で
は
共
学
に

言
及
せ
ず
、
教
育
上
「
原
則
」
と
し
て
「
平
等
」
に
扱
わ
れ
る
べ
き
と
の
機
会
均
等
的
な
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
中

旬
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
両
者
は
数
回
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、
文
部
省
は
共
学
の
文
言
明
記
に
強
固
に
抵
抗
を
続
け
た）

（1
（

。
一
一
月
二
一
日
に

文
部
省
が
示
し
た
修
正
案
が
「
両
性
の
特
質
を
考
慮
」
し
つ
つ
、「
同
じ
教
育
が
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明

確
な
よ
う
に）

（1
（

、
同
省
は
一
定
の
特
性
教
育
は
必
要
と
考
え
、
さ
ら
に
は
「
共
学
」
の
字
句
の
規
定
化
は
学
校
教
育
全
般
で
奨
励
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
抵
抗
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
既
述
の
よ
う
にCI&

E

は
、
共
学
は
民
主
的
な
「
学
校
教
育
の

再
編
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
一
部
」
と
の
認
識
で
あ
り
、
規
定
上
に
明
確
な
形
で
共
学
に
言
及
す
る
よ
う
強
く
迫
っ
た
。

CI&
E

は
共
学
を
原
則
と
す
べ
き
と
の
考
え
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
層
部
は
一
律
に
義
務
化
す
る
こ
と
は
争
わ
な
い
方
針
で
あ
り
、

文
部
省
も
こ
の
よ
う
なCI&

E

の
意
向
を
確
認
す
る
と
、
一
一
月
末
の
時
点
で
規
定
化
を
受
入
れ
た）

（1
（

。
そ
し
て
同
省
は
、
全
面
実
施
で
は

な
い
こ
と
を
示
す
意
味
で
、
共
学
は
「
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
努
力
義
務
的
表
現
で
規
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
同
省

は
、
民
主
国
家
の
基
盤
と
し
て
の
男
女
の
敬
重
・
協
力
を
可
能
に
す
る
「
教
育
上
い
ち
ば
ん
手
近
な
方
法
」
が
共
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

共
学
を
尊
重
し
奨
励
す
る
と
解
説
し
て
い
た）

（1
（

。
し
か
し
、
第
五
条
は
共
学
の
実
施
を
妨
げ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で
、
共
学
を
強
制
す

る
も
の
で
は
な
い
と
も
説
明
し
て
い
る）

（1
（

。
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文
部
省
が
全
面
実
施
に
反
対
し
た
理
由
は
、
後
期
中
等
教
育
段
階
で
は
特
性
教
育
も
必
要
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
や
旧
制
度
下

の
習
慣
や
社
会
的
事
情
を
踏
ま
え
た
い
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。
こ
の
た
め
、
文
部
省
で
は
基
本
法
へ
の
共
学
規
定
化
を
承
諾

し
た
後
に
も
抵
抗
を
繰
り
返
し
た
。
す
な
わ
ち
、
四
六
年
一
一
月
末
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
てCI&

E

は
共
学
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
せ

る
意
図
で
「
共
学
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
た
が
、
文
部
省
は
そ
れ
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
共
学
が
「
法
律
的
な
義

務
」
と
国
民
に
「
受
け
取
ら
れ
る
」
こ
と
を
懸
念
し
、
か
た
く
な
に
抵
抗
し
た）

1（
（

。

大
学
段
階
で
の
共
学
に
着
目
す
る
と
、
学
校
教
育
局
長
日
高
第
四
郎
は
四
九
年
四
月
の
衆
議
院
で
、
女
性
の
高
等
教
育
を
「
振
興
」
さ
せ

る
た
め
に
国
立
女
子
大
学
二
校
を
設
け
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
「
新
制
国
立
大
学
は
、
男
女
共
学
」
を
原
則
に
す
る
と
説
明
し
て
い
た）

11
（

。

日
高
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
や
大
学
で
は
支
持
す
る
が
、
高
等
学
校
段
階
で
は
「
学
校
当
事
者
と
父
兄
の
意
見
」
や
準
備
が
熟
し
た
う
え
で

な
け
れ
ば
賛
成
で
き
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た）

11
（

。
文
部
省
が
大
学
段
階
で
の
共
学
に
積
極
的
で
あ
っ
た
理
由
は
資
料
的
に
確
認
で
き
な
い

が
、
戦
前
の
門
戸
開
放
の
経
験
や
こ
の
年
齢
段
階
の
共
学
に
は
弊
害
が
少
な
い
と
捉
え
て
い
た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
文
部
省
は

女
子
大
学
の
設
置
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
国
立
大
学
で
は
政
策
面
か
ら
共
学
化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
公
私
立
大
学
で
は
設
置
者
の
判
断
で
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
実
態
と
し
て
は
多
く
が
共
学
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
女
子
大
学
の
場
合
も
国
立
二
校
を
除
い
て
、
設
置
者
の
判
断
に
よ
り
別

学
校
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

２
．
大
学
共
学
化
の
要
因
と
論
理　

（
１
）
設
置
主
体
別
に
見
た
共
学
化
と
そ
の
要
因

一
九
四
九
年
時
点
で
見
る
と
、
新
制
大
学
中
約
七
八
％
は
共
学
大
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
大
学
が
共
学
化
し
た
要
因
は
基
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本
的
に
は
法
規
や
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
制
大
学
と
し
て
の
発
足
時
の
個
別
的
な
事
情
も
存
在
し
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
、
共
学
大
学
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
男
子
系
学
校
を
基
盤
に
編
成
さ
れ
た
が
、
法
規
や
政
策
以
外
の
共
学
化
の
主
な
要
因
は
、
第
一
に
旧
女

子
高
等
教
育
機
関
も
統
合
し
て
大
学
を
編
成
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
旧
学
制
下
の
門
戸
開
放
を
継
続
・
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
国
公
私
立
大
学
の
別
に
共
学
化
の
要
因
を
具
体
的
に
記
す
。
拙
著
で
は
や
や
詳
細
に
分
析
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
を
記

す
。
国
立
大
学
の
場
合
、
文
部
省
は
二
女
子
大
学
を
新
設
す
る
以
外
に
は
共
学
を
原
則
と
し
た
た
め
、
商
船
・
水
産
・
工
業
系
な
ど
の
ご

く
一
部
の
単
科
系
大
学
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
面
的
に
共
学
化
し
た
。
国
立
大
学
の
共
学
化
で
最
も
多
い
事
例
は
、
専
門
学
校
・
師
範
学
校
等

を
統
合
し
た
大
学
（
岩
手
大
学
な
ど
四
七
校
）
で
あ
り
、
師
範
学
校
女
子
部
と
同
男
子
部
を
統
合
し
、
各
県
に
一
校
の
割
合
で
教
員
養
成
学

部
を
設
け
て
大
学
を
編
成
し
た
こ
と
が
共
学
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
学
部
に
は
、
比
較
的
多
数
の
女
子
学
生
が
在
籍
し

て
い
た
。
次
い
で
多
い
の
が
旧
学
制
下
の
門
戸
開
放
を
継
続
・
発
展
さ
せ
た
大
学
で
あ
り
、
旧
帝
国
大
学
七
校
、
東
京
教
育
大
学
と
広
島

大
学
は
こ
の
類
型
に
属
す
る
。
旧
国
立
単
科
大
学
を
中
心
に
編
成
し
た
東
京
工
業
大
学
・
一
橋
大
学
は
新
学
制
下
で
共
学
化
し
た
。

公
立
大
学
の
共
学
化
は
、
女
子
専
門
学
校
を
含
む
高
等
教
育
機
関
の
統
合
に
よ
っ
て
実
現
し
た
が
、
例
と
し
て
東
京
都
立
・
大
阪
府
立

浪
速
大
学
な
ど
五
校
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
単
独
で
共
学
化
し
た
例
と
し
て
岐
阜
薬
科
大
学
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
な
ど

一
〇
校
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
女
子
大
学
を
選
択
し
た
公
立
大
学
も
四
校
あ
っ
た
。

私
立
大
学
の
場
合
は
、
①
旧
制
大
学
を
中
心
と
し
た
複
数
の
男
子
高
等
教
育
機
関
の
統
合
、
②
男
女
高
等
教
育
機
関
の
統
合
、
③
単
独

で
の
大
学
転
換
に
大
別
で
き
、
ほ
ぼ
共
学
化
し
た
。
①
の
大
学
に
は
、
旧
制
大
学
を
中
心
に
編
成
し
た
大
学
（
慶
應
義
塾
・
明
治
・
法
政
・

日
本
・
早
稲
田
・
同
志
社
・
関
西
学
院
大
学
な
ど
）
と
複
数
の
男
子
専
門
学
校
を
統
合
し
た
大
学
（
関
東
学
院
・
福
岡
商
科
大
学
な
ど
）
が
あ
る

が
、
前
者
は
戦
前
か
ら
の
開
放
大
学
が
多
数
で
あ
り
、
開
放
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
共
学
化
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
女
子
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専
門
学
校
を
併
設
し
て
い
た
同
志
社
大
学
と
明
治
大
学
の
対
応
が
注
目
さ
れ
、
同
志
社
で
は
女
子
大
学
に
、
明
治
で
は
女
子
系
短
期
大
学

に
転
換
さ
せ
、
別
学
系
も
維
持
し
た）

11
（

。
②
に
は
青
山
学
院
大
学
や
東
京
薬
科
大
学
な
ど
が
あ
る
が
、
青
山
学
院
で
は
女
子
の
学
校
の
一
部

を
統
合
し
て
共
学
化
し
た
。
③
の
大
学
（
明
治
学
院
・
東
京
理
科
大
学
な
ど
）
は
新
規
の
共
学
化
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
私
立
医
学
・
薬
学
専
門
学
校
で
は
複
雑
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
三
校
の
女
子
医
学
専
門
学
校
は
旧
学
制
下
の
四
七
年
に
旧
制

大
学
予
科
を
設
け
た
が
、
唯
一
帝
国
女
子
医
学
薬
学
専
門
学
校
の
医
学
科
が
共
学
化
し
た
。
な
お
、
同
専
門
学
校
で
は
四
九
年
に
薬
学
科

を
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
理
学
専
門
学
校
も
創
設
時
か
ら
共
学
大
学
化
（
東
邦
大
学
）
し
た
点
で
注
目
さ
れ
る）

11
（

。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
同

大
学
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
子
薬
学
専
門
学
校
の
場
合
は
、
五
〇
年
度
の
時
点
で
見
る
と
、
共
学
化
し
た
の
が
四
校
で
、
別
学
校
が

三
校
で
あ
っ
た
。
共
学
校
中
三
校
は
同
一
法
人
の
男
女
別
専
門
学
校
の
統
合
で
あ
り
、
ま
た
大
阪
薬
科
大
学
の
場
合
は
入
学
者
確
保
の
観

点
か
ら
専
門
学
校
時
に
共
学
化
し
て
い
た
。

な
お
、
補
論
的
に
旧
女
子
高
等
教
育
機
関
の
新
制
大
学
へ
の
転
換
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
五
〇
年
ま
で
に
四
年
制
大
学
に
転
換

し
た
旧
女
専
・
女
高
師
の
四
四
校
中
三
三
校）

11
（

が
当
初
は
女
子
大
学
と
な
り
、
一
一
校
が
男
子
系
学
校
と
統
合
し
て
共
学
大
学
と
な
っ
た
。

四
年
制
大
学
に
転
換
し
た
旧
女
子
系
学
校
の
七
五
％
が
女
子
大
学
を
選
択
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
り
、
旧
男
子
系
学
校
の
選

択
と
は
対
称
的
で
、
こ
の
点
が
戦
後
教
育
改
革
期
の
女
子
大
学
の
特
徴
を
形
成
す
る
一
要
因
と
な
っ
た
。

（
２
）
共
学
化
の
論
理

戦
後
の
旧
学
制
下
の
門
戸
開
放
の
場
合
、
そ
の
理
念
は
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
四
六
年
に
女
性
の
入
学
枠
を
拡
大
し
た
法
政

大
学
で
は
、
婦
人
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
時
代
に
お
い
て
「
女
子
向
学
心
」
の
一
層
の
昂
揚
に
応
え
た
い
と
説
明
し
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
新

制
大
学
の
場
合
に
は
、
個
別
大
学
で
の
共
学
化
の
理
由
や
論
理
を
明
確
に
記
す
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
例
え
ば
早
稲
田
大
学
や
北
海
道

大
学
で
新
制
大
学
の
編
成
を
議
論
し
た
会
議
で
も
、
共
学
化
に
つ
い
て
深
く
議
論
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い）

11
（

。
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こ
う
し
た
事
実
は
、
法
規
上
大
学
入
学
資
格
が
男
女
同
一
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
旧
男
子
系
高
等
教
育
機
関
で
は
、
女
性
の
入
学
を
認

め
な
い
理
由
は
無
く
な
っ
た
と
捉
え
、
さ
ら
に
は
政
策
面
で
の
共
学
化
策
を
受
け
、
積
極
性
の
度
合
い
に
違
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
特
段

の
議
論
も
行
わ
ず
に
共
学
化
を
進
め
た
結
果
と
理
解
で
き
よ
う
。
特
に
国
立
大
学
の
場
合
は
国
の
方
針
を
受
け
て
の
共
学
化
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
論
議
は
乏
し
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
学
設
置
認
可
申
請
書
に
共
学
で
あ
る
こ
と
を
記
す
例
が
、
都
立
大

学
や
青
山
学
院
大
学
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
共
学
化
の
理
由
を
記
す
資
料
は
乏
し
い
が
、
次
に
法
規
や
政

策
以
外
に
共
学
化
を
進
め
た
大
学
側
の
論
理
を
探
る
。

共
学
化
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
日
本
国
憲
法
の
男
女
平
等
の
理
念
や
民
主
社
会
の
建
設
と
い
っ
た
理
想
を
大
学
教
育
に
よ
り
実
現

さ
せ
た
い
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
四
八
年
設
置
の
同
志
社
・
関
西
学
院
・
立
命
館
・
関
西
大
学
に
よ

る
「
四
大
学
共
同
広
告
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
は
新
制
大
学
に
お
い
て
は
「
男
女
共
学
に
よ
り
、
民
主
的
国
家
の
文
化
建
設

の
た
め
、
協
和
と
勤
労
を
重
ん
ず
る
教
育
の
機
会
均
等
を
原
則
」
に
す
る
と
表
明
し
て
い
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
一
部
の
大
学
で
は
共
学
に

よ
っ
て
積
極
的
に
女
性
の
大
学
教
育
を
担
お
う
と
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
四
六
年
段
階
で
は
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
教
授
上

坂
酉
三
は
社
会
が
男
女
に
よ
っ
て
形
成
・
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
学
が
「
遥
か
に
有
意
義
」
と
説
い
て
い
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
な
積

極
的
共
学
論
は
、
資
料
的
に
は
数
が
少
な
い
も
の
の
、
一
定
数
の
大
学
人
の
共
学
理
解
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
他
、
女
性
の
大
学
教
育
を
女
子
大
学
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
も
つ
大
学
関
係
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
す
な
わ
ち
、

四
九
年
の
都
立
大
学
設
置
に
際
し
て
、
女
子
大
学
と
い
っ
た
幅
の
狭
い
大
学
は
設
け
た
く
な
い
と
の
主
張
が
見
ら
れ
た
よ
う
に）

1（
（

、
旧
女
子

高
等
教
育
機
関
の
限
定
的
な
専
門
分
野
や
そ
の
学
問
水
準
へ
の
疑
問
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
が
女
性
の
大
学
教
育
は

共
学
で
実
現
し
た
い
と
の
思
い
を
深
め
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。
実
際
、
新
制
女
子
大
学
で
は
、
旧
来
の
性
別
役
割
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ

ず
に
、
家
政
学
部
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
特
性
教
育
的
要
素
を
重
視
し
た
例
が
多
く
、
全
体
的
に
見
て
日
本
独
自
と
言
え
る
性
格
を
も
つ
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大
学
が
少
な
く
な
か
っ
た）

11
（

。
こ
の
他
、
公
立
大
学
の
共
学
化
に
お
い
て
は
、
少
数
で
は
あ
っ
た
が
公
費
で
設
立
・
維
持
す
る
大
学
で
性
の

別
を
設
け
る
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
っ
た）

11
（

。

他
方
、
消
極
的
共
学
論
も
多
く
、
そ
の
一
端
を
学
習
院
で
の
議
論
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
新
学
制
へ
の
対
応
を

協
議
し
た
学
習
院
の
「
教
育
委
員
会
」（
四
七
年
一
〇
月
）
で
、
院
長
安
倍
能
成
は
「
共
学
を
妨
げ
ず
」
と
し
、
消
極
的
理
由
で
女
性
の
入

学
を
容
認
す
る
方
針
を
示
し
た）

11
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
併
設
女
子
高
等
科
の
「
研
究
科
」
を
女
子
大
学
に
転
換
す
る
こ
と
が
財
政
的
に
不
経

済
で
あ
れ
ば
、「
男
子
大
学
の
施
設
を
十
分
」
に
し
、「
女
子
は
之
に
寄
ら
し
む
べ
き
な
り
」
と
の
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
は
共

学
化
で
は
な
く
、
門
戸
開
放
論
に
近
い
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

全
体
と
し
て
共
学
化
の
論
理
は
、
憲
法
の
男
女
平
等
規
定
へ
の
理
解
が
浸
透
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
法
規
や
文
部
省
の
政
策
の
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
個
別
大
学
の
事
例
を
検
討
す
る
と
明
確
な
理
念
を
示
し
た
共
学
化
は
少
な
く
、
多
数
で
あ
っ
た

の
は
男
女
教
育
機
関
の
統
合
の
結
果
や
消
極
的
な
容
認
論
で
あ
り
、
女
性
の
入
学
も
認
め
る
と
い
う
色
彩
が
濃
か
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る）

11
（

。
他
方
女
子
大
学
の
場
合
は
、
別
学
選
択
の
理
由
や
そ
の
有
効
性
を
明
確
に
論
理
づ
け
て
い
た）

11
（

。

（
３
）
数
的
に
見
た
女
子
学
生
と
共
学
化
の
意
義　

女
子
学
生
数
は
、
四
七
年
四
月
の
時
点
で
は
四
六
二
人
（
生
徒
も
含
む
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し）

11
（

、
多
く
の
新
制
大
学
の
完
成
年

度
で
あ
る
五
二
年
度
に
は
女
性
の
学
部
学
生
数
は
四
万
人
を
超
え
、
急
激
に
増
加
し
て
い
た
。
増
加
の
背
景
に
は
、
専
門
学
校
や
師
範
学

校
な
ど
の
非
大
学
が
大
学
に
転
換
し
た
こ
と
に
加
え
、
憲
法
の
平
等
規
定
や
社
会
の
民
主
化
に
伴
っ
た
女
性
の
進
学
意
欲
の
向
上
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
進
学
率
は
男
性
と
比
し
て
著
し
く
低
か
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
四
年
制
大
学
で
学
ぶ
女
子
学
生
は
共
学
校
、
別
学
校
の
ど
ち
ら
に
在
学
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
統
計
は

不
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
四
年
時
点
の
共
学
大
学
（
一
八
二
校
）・
女
子
大
学
（
三
四
校
）
の
別
に
筆
者
な
り
に
概
算
し
た
結
果
、
前
者
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に
は
約
三
万
七
、六
〇
〇
人
、
後
者
に
は
約
一
万
九
、五
〇
〇
人
の
女
性
が
在
学
し
て
い
た）

11
（

。
五
四
年
時
点
で
、
女
子
学
生
の
八
〇
％
が

共
学
大
学
で
学
び
、
女
子
大
学
の
学
生
数
の
約
一
・
九
倍
で
あ
っ
た
事
実
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
後
の
女
性
の
大
学
教
育
が
共
学

大
学
を
中
心
に
発
展
す
る
基
盤
が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
の
高
等
教
育
の
主
体
が
戦
前
の
女
子
教
育
機

関
か
ら
、
戦
後
教
育
改
革
に
よ
り
共
学
大
学
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
共
学
大
学
に
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
後

に
指
摘
す
る
。

と
も
あ
れ
、
共
学
化
の
意
義
を
大
学
教
育
に
限
定
し
て
記
す
と
、
第
一
に
旧
男
子
大
学
な
ど
の
多
数
が
共
学
化
し
た
こ
と
に
よ
り
女
性

の
大
学
教
育
機
会
が
著
し
く
拡
大
し
た
こ
と
、
第
二
に
社
会
科
学
系
や
自
然
科
学
系
の
学
問
が
女
性
に
開
放
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
さ
ら
に
は
、
青
年
期
後
期
の
男
女
が
共
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
人
間
形
成
上
の
効
果
も
重
要
な
意
義
と
言
え
る
。

共
学
化
が
女
性
へ
の
学
問
の
開
放
を
も
た
ら
し
た
点
に
説
明
を
加
え
る
と
、
戦
前
の
女
子
高
等
教
育
機
関
の
専
門
分
野
は
ほ
ぼ
家
政
、

文
学
、
医
学
・
薬
学
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
女
性
が
こ
れ
ら
以
外
の
学
問
を
学
ぶ
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
学
制
の

下
で
旧
男
子
総
合
大
学
な
ど
が
共
学
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
も
そ
の
意
思
次
第
で
社
会
科
学
系
や
自
然
科
学
系
な
ど
の
幅
広
い
学

問
分
野
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
五
四
年
の
時
点
を
見
る
と
、
二
、七
〇
〇
人
近
く
が
「
法
政
経

商
」
の
分
野
を
、
一
、四
三
〇
人
程
が
理
学
・
工
学
の
分
野
を
共
学
大
学
で
学
ん
で
い
た
。
同
年
度
に
女
子
大
学
で
学
ぶ
女
子
学
生
の
約

八
五
％
（
約
一
万
七
、〇
〇
〇
人
）
が
文
学
と
家
政
を
学
ん
で
い
た
事
実）

11
（

を
踏
ま
え
る
と
、
共
学
大
学
が
女
性
に
学
問
の
開
放
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
社
会
科
学
系
や
自
然
科
学
系
分
野
に
進
む
女
性
は
少
な
く
、
そ
の
学
部
選
択
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
性
的
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
個
別
大
学
の
共
学
化
の
事
例
と
し
て
早
稲
田

大
学
の
場
合
を
検
討
す
る
。
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三
．
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
共
学
化
の
背
景
と
共
学
の
諸
相

１
．
共
学
大
学
と
し
て
の
発
足　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
稲
田
大
学
は
戦
前
に
女
性
へ
の
門
戸
開
放
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、
戦
後
の
四
六
年
三
月
の
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
に
女
子
大

学
予
科
の
設
置
な
ど
徹
底
し
た
制
度
改
革
を
求
め
る
要
望
、
さ
ら
に
は
一
教
授
に
よ
る
男
女
協
同
の
面
か
ら
共
学
の
有
効
性
を
唱
え
る
論

が
掲
載
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
同
大
学
関
係
者
の
間
に
は
新
学
制
確
立
以
前
に
も
女
性
の
大
学
教
育
に
積
極
的
な
提
言
が
見
ら
れ

た
。し

か
し
、
既
述
し
た
よ
う
な
新
制
大
学
発
足
時
の
共
学
化
の
論
拠
の
不
明
確
さ
は
、
早
稲
田
大
学
の
場
合
も
他
大
学
と
同
じ
で
あ
っ

た
。
新
制
早
稲
田
大
学
は
旧
制
大
学
を
中
心
と
し
て
専
門
部
、
高
等
師
範
部
、
専
門
学
校
、
さ
ら
に
は
二
つ
の
大
学
予
科
を
統
合
し
て
成

立
し
た
が
、
そ
の
構
想
は
「
教
育
制
度
改
革
委
員
会
」
な
ど
で
議
論
し
て
い
る）

1（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
記
録
で
は
女
性
の
入
学
や

共
学
化
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
早
稲
田
大
学
で
は
戦
前
か
ら
の
門
戸
開
放
を
基
盤
と

し
つ
つ
、
憲
法
の
平
等
規
定
や
大
学
入
学
資
格
に
男
女
の
別
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
共
学
化
は
当
然
と
の
理
解
で
新
制
大
学
を
構

想
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
設
置
認
可
申
請
書
や
四
九
年
度
の
入
学
・
編
入
「
試
験
要
項
」
に
、
特
に
共
学
で
あ
る
こ
と
を
明

記
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
入
学
資
格
規
定
（
学
則
第
三
七
条
）
は
単
に
高
等
学
校
卒
業
者
と
し
て
性
の
別
は
設
け
て
い
な
い
こ
と
、
か
ら

も
確
実
と
言
え
よ
う）

11
（

。
ま
た
実
態
と
し
て
も
、
四
九
年
の
発
足
時
に
女
性
の
第
一
学
年
へ
の
入
学
に
加
え
、
第
三
学
年
に
女
子
専
門
学
校

卒
業
者
が
編
入
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る）

11
（

。

こ
の
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
は
共
学
大
学
と
し
て
発
足
し
た
が
、
総
長
島
田
孝
一
は
四
九
年
の
昭
和
女
子
大
学
開
学
式
の
式
辞
に
お
い
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て
早
稲
田
大
学
の
様
子
に
触
れ
、
女
子
学
生
が
徐
々
に
増
え
て
一
、〇
〇
〇
人
近
く
が
在
籍
す
る
と
説
明
し
た
後
に
、「
矢
張
り
男
子
の

大
学
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
も
の
が
戦
後
の
制
度
の
改
革
」
に
よ
り
共
学
化
し
た
も
の
の
、「
ど
う
も
純
粋
の
女
子
の
方
だ
け
の
大
学
の

よ
う
に
は
い
か
な
い
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
こ
の
発
言
は
、
学
制
改
革
に
よ
り
男
子
大
学
か
ら
共
学
大
学
へ
と
転
換
し
、
多
数

の
女
性
が
入
学
し
て
と
ま
ど
い
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

こ
の
他
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、
四
八
年
三
月
に
総
長
に
対
し
て
「
女
子
学
部
設
立
に
関
す
る
建
議
書
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
建
議
で
は
、
女
性
だ
け
を
対
象
と
す
る
学
部
の
必
要
な
理
由
に
つ
い
て
、
共
学
制
を
支
持
し
つ
つ
も
共
学
で
は
「
男
子
の
為
め

の
教
育
が
主
」
と
な
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
同
案
は
人
文
学
部
案
に
対
抗
す
る
目
的
で
急
遽
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
実
現
は
し
な

か
っ
た）

11
（

。

２
．
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
女
子
学
生
数
と
学
部
選
択　

新
制
早
稲
田
大
学
で
の
女
子
学
生
に
つ
い
て
数
的
に
検
討
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
統
計
資
料
が
少
な
い
が
、
五
一
年
度
入
試
結
果
を

伝
え
る
『
早
稲
田
学
報
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
学
年
へ
の
女
性
入
学
志
願
者
数
は
昼
間
部
七
〇
五
人
、
夜
間
部
一
一
四
人
の
計
八
一
九
人

（
二
・
二
四
％
）
で
あ
り
、
入
学
者
は
昼
間
部
二
三
五
人
（
四
・
六
％
）、
夜
間
部
五
五
人
の
計
二
九
〇
人
（
四
・
六
％
）
で
あ
っ
た）

11
（

。
ま
た
、

昼
間
部
・
夜
間
部
を
合
わ
せ
た
女
性
の
入
学
者
・
編
入
者
数
は
第
一
学
年
二
九
〇
人
、
第
二
学
年
九
人
、
第
三
学
年
二
六
人
の
計
三
二
五

人
で
あ
り
、
同
誌
は
今
年
度
の
「
女
子
学
生
の
増
加
は
注
目
す
べ
き
現
象
」
と
評
し
て
い
る
。

次
に
、
五
四
年
度
の
女
性
の
在
学
状
況
を
全
国
の
大
学
の
中
で
捉
え
る
と
、
最
も
多
い
の
が
早
稲
田
大
学
の
一
、三
二
四
人
で
あ
り
、

日
本
大
学
六
七
六
人
、
明
治
大
学
六
二
九
人
、
同
志
社
大
学
五
六
五
人
と
続
い
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
ら
の
私
立
大
学
は
規
模
が
大
き
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
国
・
公
立
大
学
を
し
の
ぐ
数
の
女
性
が
在
学
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
数
が
最
多
の
早
稲
田
大
学
で
も
、
五
四
年
度
に
は
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一
、三
〇
〇
人
程
度
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
の
女
性
進
学
者
数
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
戦
前
の
四
〇
年
に
は
女
性
の
高
等
教
育
進
学
率
は
一
・
二
％

で
、
五
〇
年
に
は
三
・
一
％
と
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の）

11
（

、
依
然
と
し
て
低
水
準

に
あ
り
、
同
年
の
男
性
の
進
学
率
一
四
・
五
％
と
は
一
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
も
の
差
が

あ
っ
た
。
女
性
の
大
学
進
学
率
（
短
期
大
学
を
含
む
）
が
五
％
を
超
え
る
の
は
六
一

年
、
一
〇
％
に
達
す
る
の
は
高
度
経
済
成
長
期
の
六
九
年
で
あ
り
、
男
性
の
そ
れ
と

大
き
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
。

と
は
言
え
、
六
〇
年
代
に
入
り
共
学
大
学
で
の
女
子
学
生
数
が
急
増
し
始
め
た
の

は
事
実
で
あ
り
、
早
稲
田
大
学
の
場
合
は
六
〇
年
に
二
、一
〇
〇
人
を
超
え
、
六
五

年
に
三
、九
五
〇
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
新
制
大
学
発
足
時
の
特
徴
と
し
て
女
子
学
生
の
学
部
選
択
上
の
著
し
い
偏

り
を
指
摘
で
き
る
。
早
稲
田
大
学
の
五
一
年
度
の
学
部
別
志
願
者
を
見
る
と
、
第
２

表
と
第
３
表
に
示
し
た
よ
う
に
第
一
文
学
部
が
圧
倒
的
に
多
く
、
女
性
志
願
者
の

五
五
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
夜
間
部
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
政
治
経
済
、
法
、

商
、
理
工
の
各
学
部
へ
の
志
願
者
は
極
端
に
少
な
く
、
学
部
選
択
に
女
性
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
特
性
が
著
し
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
入
学
者
は
既
に
新
制
高
等
学
校

で
男
女
同
一
の
教
育
課
程
を
学
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
は
、女
性
自
身
や
社
会
に
特
性
教
育
観
が
根
強
か
っ
た
た
め
と
理
解
で
き
る
。

第 ２表　昼間学部女性志願者・入学者数（１95１年）

学部名 第一政経 第一法 第一文 教育 第一商 第一理工 計

志願者 31 11 111 （11 （1 1（ 111

入学者 7 （1 （11 1（ 1 1 111

� 『早稲田学報』 第614号

第 3表　夜間学部女性志願者・入学者数（１95１年）
学部名 第二政経 第二法 第二文 第二商 第二理工 計

志願者 5 （1 11 1 （ （（1

入学者 2 1 11 1 1 11

『早稲田学報』 第614号
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学
部
選
択
の
偏
り
は
そ
の
後
も
見
ら
れ
、
五
四
年
度
の
昼
間
学
部
に
限
る
と
、
在
学
者
数
は
文
学
部
五
五
七
人
（
二
五
・
四
％
）、
教
育

学
部
三
三
七
人
（
一
八
・
八
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
理
工
学
部
二
一
人
（
〇
・
七
一
％
）、
政
治
経
済
学
部
二
九
人
（
〇
・
九
七
％
）
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
な
文
学
部
へ
の
集
中
が
六
〇
年
代
初
期
に
一
層
顕
著
と
な
り
、
一
部
教
員
か
ら
女
子
学
生
亡
国
論
が
唱
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。　
　

３
．
初
期
の
女
子
学
生
の
学
習
環
境
と
諸
相　

共
学
化
は
新
た
な
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
女
子
学
生
だ
け
で
な
く
大
学
や
男
子
学
生
の
側
に
も
不
慣
れ
な
対
応
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
既
述
の
総
長
島
田
の
昭
和
女
子
大
学
で
の
式
辞
に
も
見
ら
れ
た
が
、
早
稲
田
大
学
を
中
心
に
女
子
学
生
の
置
か
れ
た
状
況
や
問
題

点
を
探
り
、
共
学
の
実
態
的
側
面
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

ト
イ
レ
な
ど
の
物
的
条
件
面
で
の
受
け
入
れ
態
勢
の
不
備
や
女
性
へ
の
配
慮
不
足
は
、
旧
制
度
下
と
新
学
制
下
を
問
わ
ず
存
在
し
た

問
題
で
あ
っ
た
。
ま
ず
旧
学
制
下
の
事
例
と
し
て
、
四
六
年
一
一
月
段
階
のGH

Q

の
要
求
に
よ
る
調
査
へ
の
各
大
学
の
報
告
内
容
を
見

る
と
、「
女
子
学
生
控
室
」
を
備
え
「
休
息
所
」
に
あ
て
て
い
る
（
同
志
社
大
学
）
と
の
報
告
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
「
入
学
者
少
数
」
で

あ
る
た
め
特
に
「
厚
生
補
導
の
対
策
の
必
要
を
感
ぜ
ず
」（
九
州
大
学
）、
別
に
「
対
策
は
講
じ
て
い
な
い
」（
中
央
大
学
）
な
ど
の
よ
う
に
、

配
慮
が
希
薄
な
大
学
が
多
数
で
あ
っ
た）

11
（

。
ま
た
、
同
年
六
月
に
東
京
帝
国
大
学
の
女
子
学
生
は
懇
談
会
を
開
き
、「
衛
生
施
設
の
完
備
（
便

所
の
区
別
、
掃
除
等
）」
や
女
子
控
室
設
置
な
ど
を
要
望
し）

1（
（

、
さ
ら
に
四
八
年
五
月
の
関
西
大
学
の
学
生
大
会
で
も
「
化
粧
室
」
の
設
置
が

求
め
ら
れ
た）

11
（

。

次
に
、
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
見
る
と
、
四
七
年
二
月
の
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
は
、
設
備
は
「
万
事
こ
れ
女
子
向
き
に
出
来
て
な
」

い
と
指
摘
し
つ
つ
、
一
理
事
が
「
財
政
ひ
つ
迫
の
た
め
」
改
善
は
望
め
そ
う
に
な
い
と
の
見
通
し
や
、
で
き
る
だ
け
早
く
「
化
粧
室
の
よ
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う
な
も
の
を
文
学
部
」
に
設
け
た
い
と
述
べ
た
と
伝
え
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
女
子
学
生
は
、
元
来
「
男
子
の
学
校
」
で
あ
る
た
め
施

設
の
不
備
な
ど
は
「
仕
方
が
な
い
」
が
、「
控
室
の
一
つ
ぐ
ら
い
は
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
戦
後
の
財
政
難
は
施
設
全
般
の
不
備
を

も
た
ら
し
て
い
た
が
、
女
子
学
生
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

新
制
の
共
学
大
学
と
な
っ
て
も
、
女
性
用
施
設
な
ど
学
内
環
境
の
整
備
は
容
易
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
改
善
を
求
め

る
目
的
な
ど
で
、
五
三
年
九
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
日
程
で
「
全
日
本
女
子
学
生
大
会
」
が
開
か
れ
た）

11
（

。
共
学
大
学
の
学
生
か
ら
は

「
授
業
の
不
平
等
、
就
職
難
、
施
設
不
備
、
恋
愛
の
問
題
」
が
、
女
子
大
学
の
学
生
か
ら
は
「
授
業
内
容
の
貧
困
、
自
治
会
へ
の
弾
圧
、

寮
の
封
建
性
」
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
大
会
の
模
様
に
つ
い
て
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
は
、「
す
べ
て
女
子
学
生
で
あ
る
た
め
」
に
遭
遇

す
る
問
題
が
出
さ
れ
た
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
五
四
年
四
月
末
に
早
稲
田
大
学
の
女
子
学
生
は
「
女
子
学
生
特
有
の
問
題
」
の
解
決

を
目
的
と
し
て
、
学
部
を
越
え
て
「
早
大
女
子
学
生
の
会
」
を
結
成
し
、「
寮
・
洗
面
所
な
ど
」
施
設
面
の
改
善
を
大
学
に
要
求
す
る
こ

と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
る）

11
（

。

施
設
面
な
ど
の
不
備
は
、
共
学
化
論
議
が
乏
し
い
ま
ま
女
性
を
受
け
入
れ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
は
大
学
側
の
女
子
学
生
へ

の
認
識
が
従
来
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
た
。
そ
の
一
端
を
示
す
と
、
四
八
年
春
の
京
都
大
学
で
の
総
長
ら
と
女
子
学
生
と

の
懇
談
会
で
は
、
講
義
中
に
教
員
か
ら
「
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
」
の
話
が
出
た
り
、
優
秀
な
女
性
は
結
婚
相
手
に
「
カ
ス
を
つ
か
む
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
、
と
の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
の
事
例
は
、
大
学
教
員
の
女
性
観
や
男
性
中
心
の
意
識
が
変
革
さ
れ
ず
に
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
他
大
学
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
状
況
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

男
性
中
心
の
大
学
に
入
学
し
た
女
性
へ
の
配
慮
は
、CI&

E

も
求
め
て
い
た
。
早
い
時
期
の
動
き
と
し
て
、
既
述
のGH

Q

が
依
頼
し
た

四
六
年
一
一
月
の
文
部
省
調
査
で
は
、
女
子
学
生
へ
の
「
厚
生
補
導
の
対
策
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
四
八
年
一
〇
月
二
五
日
に

ホ
ス
プ
（H

elen H
osp Seam

ans

）
が
東
京
大
学
を
訪
問
し
、
女
子
学
生
へ
の
「
補
導
」
な
ど
を
総
長
と
懇
談
し
て
い
る）

11
（

。
こ
の
会
談
に
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は
三
人
の
女
子
学
生
も
加
わ
り
、「
女
性
の
社
会
進
出
に
向
け
た
職
業
指
導
」
も
話
し
合
わ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

共
学
体
験
な
ど
も
重
要
な
検
討
項
目
で
は
あ
る
が
、
拙
著
に
詳
し
く
ま
と
め
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
記
す
。
旧
学
制
下
の
共

学
体
験
で
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、「
封
建
的
」
で
「
女
が
勉
強
し
た
り
向
上
す
る
こ
と
は
意
見
と
し
て
は
賛
成
」
す
る
が
、
い
ざ
と

な
る
と
「
自
分
に
黙
つ
て
つ
い
て
く
る
よ
う
な
女
を
好
む
」（
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
）、「
男
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
殺
風
景
な
と
こ
ろ
で

勉
強
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
」（
東
京
大
学
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う）

11
（

。
男
子
学
生
に
と
っ
て
も
共
学
体
験
が
乏
し
く
、
女
性
と
共
に
学
ぶ
こ

と
に
不
慣
れ
な
状
況
が
語
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
新
制
大
学
発
足
後
数
年
を
経
る
と
中
学
や
高
校
で
共
学
を
体
験
し
た
男
女

が
入
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
で
の
共
学
も
次
第
に
新
奇
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た）

11
（

。

最
後
に
、
こ
の
時
期
の
女
子
学
生
の
就
職
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
す
る
。
そ
の
一
例
を
示
す
と
、

五
五
年
九
月
の
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
は
「
女
の
子
は
消
耗
品
」
と
の
記
事
を
掲
げ
、
翌
年
三
月
に
卒
業
予
定
の
女
子
学
生
三
六
五
人

（
四
年
生
三
一
八
人
、
過
年
度
生
四
七
人
）
の
就
職
内
定
状
況
が
振
る
わ
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る）

11
（

。
特
徴
的
な
点
を
摘
要
す
る
と
、
①
あ
る

放
送
局
の
「
女
の
子
は
消
耗
品
で
す
」
と
の
発
言
は
「
ま
だ
い
い
方
」
で
、
女
性
の
採
用
は
「
念
頭
」
に
な
い
会
社
が
「
大
部
分
」
で
あ

る
こ
と
、
②
「
縁
故
」
で
採
用
さ
れ
て
も
「
結
局
お
茶
汲
み
程
度
の
仕
事
」
か
「
腰
掛
け
程
度
に
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
指

摘
し
、
多
く
の
女
子
学
生
は
就
職
を
希
望
し
て
い
る
が
、「
求
人
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
大
学
に
お
い
て
女
性
が
直
面
し
て
い
た
課
題
を
数
点
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
早
稲
田
大
学
で
見
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
共
学
大
学
が
抱
え
て
い
た
問
題
で
も
あ
っ
た
。
ま
ず
学
習
環
境
の
未
整
備
で
あ
り
、
そ
の
主
な
要
因
は
無
自
覚
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の
共
学
化
と
大
学
人
の
女
性
意
識
が
旧
態
依
然
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
時
期
に
は
進
学
率
が
男
性
の
そ
れ
よ

り
も
著
し
く
低
く
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
性
的
な
学
部
選
択
が
強
く
見
ら
れ
、
学
問
の
開
放
も
実
態
と
し
て
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
就
職
面
で
女
子
学
生
は
極
め
て
差
別
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
諸
課
題
を
抱
え
た
中
で
、
六
〇
年
代
に
入
っ
て
女
子
学
生
亡
国
論
が
主
張
さ
れ
始
め
た
が
、
大
学
の
大
衆
化
の
進
行
と
女
子

学
生
の
急
増
に
伴
い
、
大
学
人
の
潜
在
的
な
女
性
蔑
視
意
識
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
本
論
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が

女
性
教
職
員
の
問
題
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
稲
田
大
学
で
の
女
性
専
任
教
員
の
最
初
の
任
用
は
五
二
年
一
一
月
で
あ
り
、
法

学
部
の
一
般
教
育
の
英
語
担
当
者
で
あ
っ
た）

1（
（

。
専
門
科
目
を
担
当
す
る
女
性
専
任
教
員
の
就
任
は
六
二
年
四
月
で
、
国
語
学
、
英
文
学
を

担
当
し
て
い
た）

11
（

。
ま
た
女
性
職
員
の
数
も
少
な
く
、
職
階
も
低
い
状
況
に
あ
り
、
女
性
の
教
員
・
職
員
の
困
難
な
状
況
は
六
〇
年
代
以
降

に
も
持
ち
越
さ
れ
て
い
た
。

ゆ
か
わ
・
つ
ぎ
よ
し
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

註（
１
） 

中
原
賢
次
「
女
子
専
門
学
校
」（
文
部
省
専
門
学
務
局
『
専
門
学

校
資
料　

上
』
一
九
五
六
年
、
二
五
九
頁
。

（
２
） 

別
学
制
度
が
差
別
的
教
育
の
核
心
に
あ
っ
た
点
は
、
湯
川
次
義

『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』（
早
稲
田
大
学
出
版

部
、
二
〇
二
二
年
）
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
） G

H
Q

/SC
A

P
 R

ecords,
“M

em
orandum

 to O
rr:C

o-
education”

29 A
ugust. 1946. 

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵

〈CIE

（B

）―02922‒F1

〉。

（
４
） 
文
部
省
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書　

昭
和
29
年
度
』
七
二
頁
。

（
５
） 

『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
１
』（
野
間
教
育
研
究
所
、
二
〇

一
三
年
）
二
四
八
頁
。
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（
６
） 

『
大
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
九
年
報　

上
』（
昭
和
十
六
年
度
、

文
部
省
）。

（
７
） 
湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
八
二
～

八
五
、
一
二
二
～
一
二
六
頁
な
ど
。

（
８
） 

高
橋
次
義
「
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
女
子
入
学
の
経
緯
」『
早
稲

田
大
学
史
記
要
』
第
八
巻
（
一
九
七
五
年
）、
湯
川
次
義
「
戦
後
の

旧
学
制
下
に
お
け
る
女
性
の
大
学
教
育
の
制
度
的
成
立
に
関
す
る
一

考
察
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
四
巻
（
二
〇
一
三
年
）。

（
９
） 

「
解
説　

女
子
入
学
許
可
制
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
三
九
年

三
月
一
日
、
七
面
。

（
10
） 

『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
、
二
面
。

（
11
） 

美
濃
部
達
吉
『
新
憲
法
逐
条
解
説
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
七

年
）
六
六
頁
。

（
12
） 

「
学
校
教
育
法
案
（
閣
議
請
議
）」『
昭
和
二
十
二
年
一
月
／
昭

和
二
十
七
年
四
月　

学
校
教
育
法　

第
一
冊
』
国
立
公
文
書
館
蔵

（3A
 29‒1 4

）。

（
13
） 

湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
』（
不
二
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）
一
四
〇
～
一
四
二
、
一
五
〇
～
一
五
二
、
四
三
七
～

四
三
九
頁
。

（
14
） G

H
Q

/SC
AP R

ecords,
‘Report O

F CO
N

FERREN
CEʼ, 29 

July 1946.

〈CIE

（A

）‒02910‒F8

〉。

（
15
） 

鈴
木
英
一
『
日
本
占
領
と
教
育
改
革
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
三

年
）
二
七
六
、
二
七
七
頁
。
湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学

教
育
の
成
立
』
二
七
六
～
二
七
九
頁
。

（
16
） 

鈴
木
、
前
掲
、
二
七
七
頁
。

（
17
） T

rainor, Joseph C. “E
ducation R

eform
 in O

ccupied 
Japan – T

rainor’s M
em

oir”. M
eisei U

niversity Press, 1983, 
T

okyo, Japan. 

一
四
八
頁
。
上
村
千
賀
子
『
女
性
解
放
を
め
ぐ
る

占
領
政
策
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
四
頁
。

（
18
） 

西
村
巌
「
教
育
基
本
法
解
説
」
日
高
第
四
郎
『
新
教
育
基
本
資
料

と
そ
の
解
説
』（
学
芸
教
育
社
、
一
九
四
九
年
）
六
四
頁
。

（
19
） 

教
育
法
令
研
究
会
『
教
育
基
本
法
の
解
説
』（
国
立
書
院
、
一
九

四
七
年
）
九
二
頁
。

（
20
） 

『
第
九
十
二
回
帝
国
議
会
貴
族
院　

教
育
基
本
法
特
別
委
員
会
議

事
速
記
録　

第
三
号
』（
一
九
四
七
年
三
月
二
二
日
）
六
頁
。

（
21
） 

上
村
、
前
掲
一
五
五
～
一
五
八
頁
。
最
終
的
に
文
部
省
は
「
男
女

共
学
に
つ
い
て
の
参
考
資
料
」
を
四
七
年
三
月
に
完
成
さ
せ
、
六
月

末
に
学
校
な
ど
に
配
付
し
た
（
松
尾
恒
雄
『
時
代
の
反
照
』（
文
眞

堂
、
一
九
九
二
年
）
一
六
八
頁
）。

（
22
） 

『
第
五
回
国
会
衆
議
院　

文
部
委
員
会
会
議
録
第
八
号
』（
一
九
四
九

年
四
月
一
九
日
）
五
頁
。

（
23
） 

日
高
第
四
郎
『
教
育
改
革
へ
の
道
』（
洋
々
社
、
一
九
五
四
年
）

三
一
六
頁
。

（
24
） 

こ
れ
に
関
す
る
同
志
社
理
事
会
の
認
識
は
、「
現
在
日
本
の
社
会

事
情
、
家
庭
事
情
、
本
学
園
の
設
備
等
を
考
慮
」
す
る
と
女
子
大
学

も
必
要
と
い
う
点
に
あ
っ
た
「
昭
和
二
十
三
年
四
月
実
施
予
定　

同

志
社
学
制
案
」『
同
志
社
理
事
会
記
録　

昭
和
22
年
度
10
月
─
３
月
』

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。



311

（
25
） 

湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
一
四
五
～

一
四
七
頁
。

（
26
） 
一
九
四
九
年
設
立
の
昭
和
女
子
薬
科
大
学
は
翌
五
〇
年
に
共
学
化

し
て
い
る
。

（
27
） 

「
学
則
一
部
改
正
ノ
件
」『
法
政
大
学
』
国
立
公
文
書
館
蔵
（3A

 
9-2 108

）。

（
28
） 

例
え
ば
、
北
海
道
大
学
の
大
学
制
度
審
議
会
が
一
九
四
七
年
九
月

に
ま
と
め
た
「
大
学
制
度
改
革
案
」（
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
蔵
）

や
早
稲
田
大
学
の
「
教
育
制
度
改
革
委
員
会
」
が
新
制
大
学
に
つ
い

て
答
申
し
た
記
録
で
も
、
共
学
化
を
め
ぐ
る
の
論
議
は
見
出
せ
な
い
。

（
29
） 

「
新
学
制
の
実
施
に
つ
い
て
」『
自
昭
和
二
十
二
年　

至
昭
和
二
十
七

年　

四
大
学
長
懇
話
会
記
録　

関
西
学
院
本
部
』
関
西
学
院
大
学
学

院
史
編
纂
室
蔵
。

（
30
） 

上
坂
酉
三
「
男
女
共
学
に
先
鞭
を
つ
け
よ
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』

一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
、
二
面
。

（
31
） 

五
唐
勝
「
大
学
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
回
想
」『
10
年
の
歩
み
』

（
都
立
大
学
事
務
局
）
三
〇
頁
。

（
32
） 

そ
の
背
景
に
は
、
社
会
に
お
け
る
別
学
校
や
特
性
教
育
へ
の
根
強

い
支
持
も
存
在
し
た
。

（
33
） 

『
名
古
屋
市
会
史　

第
一
一
巻
』（
名
古
屋
市
会
事
務
局
、
一
九
五
八

年
）
九
六
一
～
九
六
二
頁
。

（
34
） 

『
昭
和
二
十
二
年　

教
育
委
員
会
記
録
』
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
蔵
。

（
35
） 

湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
七
四
二
頁
。

（
36
） 

同
右
、
五
一
九
～
五
二
七
頁
。

（
37
） 

文
部
省
調
査
局
統
計
課
『
文
部
統
計
速
報　

6
』
一
九
四
七
年
八

月
、
二
頁
。

（
38
） 

湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
三
一
二
頁
。

既
述
し
た
よ
う
に
文
部
省
の
統
計
で
は
、
五
四
年
度
は
共
学
校
が

一
八
四
校
で
あ
っ
た
。

（
39
） 

同
右
、
八
一
七
頁
。

（
40
） 

上
坂
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
、
二
面
。

（
41
） 

同
委
員
会
は
、
新
制
早
稲
田
大
学
の
具
体
案
を
検
討
し
、
四
七
年

二
月
に
建
議
書
を
ま
と
め
た
。

（
42
） 

「
昭
和
二
十
四
年
度　

新
制
早
稲
田
大
学
入
学
（
第
一
年
）
編
入

（
第
二
、
三
年
）
試
験
要
項
」。

（
43
） 

同
右
。

（
44
） 

塚
本
八
重
子
『
昭
和
女
子
大
学
生
活
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
五
四

年
）
一
九
頁
。

（
45
） 

「
早
稲
田
大
学
女
子
学
部
設
立
に
関
す
る
建
議
書
」『
早
稲
田
大
学

百
年
史　

第
四
巻
』
一
〇
五
〇
、
一
〇
五
一
頁
。

（
46
） 

「
女
子
志
願
者
お
よ
び
入
学
者
」『
早
稲
田
学
報
』
六
一
四
号

（
一
九
五
一
年
九
月
）
三
五
～
三
六
頁
。

（
47
） 

『
昭
和
三
十
年
版　

文
部
省
監
修　

全
国
学
校
総
覧
』（
青
葉
書

房
、
一
九
五
五
年
）
一
三
六
四
頁
。

（
48
） 
『
日
本
の
教
育
統
計　

明
治
～
昭
和
』（
文
部
省
、
一
九
七
一
年
）

一
九
～
二
〇
頁
。

（
49
） 

『
昭
和
三
十
年
版　

文
部
省
監
修　

全
国
学
校
総
覧
』
一
三
六
四
頁
。

（
50
） 

湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
一
〇
七
～
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一
一
〇
頁
。

（
51
） 

「
男
子
学
生
へ
痛
い
批
判
」『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
四
六
年
六
月

一
一
日
、
一
面
。

（
52
） 
『
関
西
大
学
百
年
史　

通
史
編
上
』（
関
西
大
学
、
一
九
九
二
年
）

一
〇
二
六
頁
。

（
53
） 

「
筆
頭
は
文
学
部
の
卅
三
名
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
四
七
年

二
月
二
四
日
、
一
面
。

（
54
） 

「
立
場
こ
え
た
話
し
合
い
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
五
三
年
一
二

月
九
日
・
一
六
日
、
一
面
。

（
55
） 

「
早
大
女
子
学
生
の
会
生
る
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
五
四
年

五
月
五
日
、
一
面
。

（
56
） 

「
総
長
を
囲
ん
で
女
子
学
生
の
座
談
会
開
く
」『
学
園
新
聞
』
一
九

四
八
年
五
月
二
四
日
、
一
面
。

（
57
） G
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（
58
） 

「
女
生
徒
が
み
た
男
の
学
生
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
四

日
、
二
面
。

（
59
） 

湯
川
『
戦
後
教
育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
八
一
〇
頁
。

（
60
） 

「
女
の
子
は
消
耗
品
」『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
一
九
五
五
年
九
月

二
七
日
、
四
面
。

（
61
） 

早
稲
田
大
学
人
事
部
に
よ
る
二
〇
二
二
年
九
月
の
調
査
。

（
62
） 

「
秋
枝
一
枝
先
生　

略
年
譜
」『
論
集
』（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研

究
会
）
Ⅹ
、
二
〇
一
四
年
、
一
頁
。




